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こ

よ

み

■

１
日
　
一九
日

４
日
　
ご
用
は
じ
め

７
日
　
七
草
が
ゆ
　
□
消
防
出
ぞ
め
式

８
日
　
小

・
中
学
校
３
学
期
は
じ
ま
る

１０
日
　
熊
野
神
社
追
撻

（
つ
い
な
）
祭

‐５
日
　
成
人
の
日
　
□
第
２９
回
成
人
式

‐７
日
　
保
育
所
入
所
申
込
は
じ
ま
る

２５
日
　
水
田
天
満
宮
開
運
大
祭

２８
日
　
農
業
委
員
会

２９
日
　
婦
大
会
不
要
品
交
換
会

〔
定
例
講
座

・
学
級
〕
　
水
洗
校
区
帰

入
学
級

（２‐
日
）
、
中
央
保
健
福
祉
学

級

（２４
日
）

〔
相
談
〕
　
心
配
ご
と
相
談

（６
、
‐３

２０
、
２７
日
）
、
公
害
苦
情
相
談
、
消
費

生
活
苦
情
相
談
、
人
権
法
律
相
談

（２０

日
）
今
月
の
税
　
　
市

（県
）
民
税
　
４
期

国
民
健
康
保
険
税
　
４
期

3本の燃えあがつた大タイマツ

が夜空をこがし、境内はまるで昼

のような明るさ。

裸のワッショイ、ワッショイの

かけ声に、正月の寒さも吹き飛ぶ

無病息災、家内安全、五穀豊作

を祈願をする熊野神社の追1難祭は

10日 夜行なわれる。

昭和52年 (1977年)No.273
□発行 福間県筑後市役所

■
―
日

編集 企画課 でんわ(代)③4111

月号



昭和 52年 1月 1日   273号

れている事業から

′i輪ム

こ
の
数
年
、
あ
ら
ゆ
る
地
方
自
治
体

は
、
財
政
の
危
機
を
叫
ん
で
い
ま
す
。

筑
後
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
福
祉
向
上
の
た
め
必
要
な
財
政

を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
そ
の
た
め
に

い
ま
の
地
方
自
治
の
し
く
み
を
い
か
に

変
え
て
い
く
か
、
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
こ
と

し
の
筑
後
市
で
は
、
ど
う
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

現
在
予
想
さ
れ
る
も
の
を
ひ
ろ
っ
て

み
ま
し
た
。

校

合

改

築

筑
後
市

の
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
、
最
も
大
き
い
の
は
小
中

学
の
校
舎
改
築
で
す
。

老
朽
度
が
高
く
、
と
く
に
小
学
校
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
率
は

一
五

・
六
帯

と
最
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
増
改
築
工
事
を
必
要
と
す
る

面
積
は
、
三
万
三
千
四
百
平
方
材
で
、

現
行
ど
お
り
い
け
ば
、
整
備
完
了
す
る

ま
で
に
約
二
十
年
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
筑
後
市
は
、
公
共
施
設

の
な
か
で
老
朽
度
の
高
い
校
舎
の
施
設

整
備
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
と
し
は
、
現
在
す
す
め
て

い
る
水
洗
小
、
西
牟
田
小
の
ほ
か
、
二

校
の
校
舎
整
備
を
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
化
率
を
、
さ
ら
に
一
〇
甘
て
い
ど

引
き
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

保
　
育
　
所

四
月
開
園

を
目
指
し
て

市
内
に
ニ
カ
所

（大
和
、
和
泉
）
の
保

育
所
（民
間
）
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
団
赤
痢
を
発
端
に
、
ヤ
ミ
児
保
育

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
の
保
育
所
行
政
と
し
て
、
こ

の
ヤ
ミ
児
対
策
が
重
点
課
題
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
住
宅
行
政
と
あ
わ
せ
、
市
内

全
域
に
お
け
る
保
育
施
設
配
置
の
適
否

に
つ
い
て
、
検
討
、
調
査
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

救

急

医

療

体

制

休
日

夜
間
に

お
け
る
初
期
救
急
医
療
体
制
は
、
医
療

基
盤
の
お
も
な
課
題
で
す
。
と
こ
ろ
が

筑
後
市
は
、
在
宅
医
制
度
に
頼

っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

第
二
次
救
急
医
療
体
制
、
第
二
次
救

急
医
療
体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す

し
か
し
、
緊
急
に
指
定
病
院
を
設
置

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
い
ま
の

在
宅
制
度
を
さ
ら
に
充
実
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市

営

住

宅

昨
年
ま
で

建
設
し
て
い

た
高
銭
野
住
宅
は
、
市
、
県
営
あ
わ
せ

て
約
二
百
戸
の
大
型
団
地
に
な
り
ま
し

た
。
こ
と
し
は
、
常
用
団
地
に
市
営
住

宅
を
十
戸
建
て
る
予
定
で
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

筑
後
市
長
　
中
尾
義
昭

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
平
素

か
ら
市
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

対
し
、
深
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
内
外
と

も
に
、
諸
事
多
難
な
年
で
し
た
。
し

か
し
、
皆
様
の
協
力
と
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
り
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

窓
ガ
原
公
園
の
造
預
、
水
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
完
成
、
全
市
水
道
計
画
の

第

一
次
給
水
開
始
な
ど
の
進
展
を
み

た
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
に
存
じ
ま

す
。今
年
は
、
低
迷
す
る
経
済
社
会
の

な
か
で
、
地
方
財
政
は
一
段
と
き
び

し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
、
本
市
の
財
政
は
こ
こ
数

年
来
、
極
度
に
窮
迫
し
て
お
り
、
目

下
財
政
建
て
直
し
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
長
期
的
視
野
に
た
っ

て
行
財
政
運
営
の
根
本
的
見
直
し
を

行
な
い
、
財
政
構
造
の
改
善
を
図
り

行
財
政
の
確
立
の
た
め
に
最
大
の
努

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
四
万
市
民
参
加
の
市
政
運

営
に
努
め
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源

を
適
正
配
分
し
て
、
農
、
工
、
商
等

各
産
業
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
振
興

徳
久
分
譲
住
宅
団
地

徳
久
区

（市
役
所

裏
の
山
ノ
井
川
北
側

一
帯
）
に
、
県
住

宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
団
地
が
七
十

四
戸
造
成
さ
れ
ま
す
。

住
宅
建
設
は
、
今
月
か
ら
は
じ
ま
り

入
居
者
募
集
は
四
月
に
、
そ
し
て
入
居

は
六
月
頃
に
な
る
見
込
で
す
。

い
ま
ま
で
、
住
宅
は
土
地
の
都
合
で

中
心
か
ら
少
し
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
、

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
中
心

部
に
は
じ
め
て
団
地
が
で
き
る
わ
け
で

す
。価

格
は
、
そ
の
点
か
ら
も
か
な
り
高

く
な
る
で
し
ょ
う
。

窓

ガ

原

公

園

窓
ガ
原
公
園

化
も
、
こ
と
し

が
最
終
年
。

現
在
、
伐
採
さ
れ
、
整
理
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
と
し
は
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

も
で
き
、
草
野
球
が
で
き
る
よ
う
な
八

千
七
百
平
方
伊
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き

そ
う
で
す
。

藉欺苺
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`

ことし予想さ

下
妻
地
区
ほ
場
整
備

五
十
年

度
か
ら
五

十
四
年
度
ま
で
の
五
カ
年
計
画
で
、
下

妻
校
区

（下
妻
、
富
安
Ｌ馬
間
日
、中
折

地
と
中
牟
田
の
一
部
）
三
二
七
紗
の
ほ

場
整
備
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
場
は
三
〇
情
×
百
材

（
三
〇
町
）

単
位
に
整
地
さ
れ
、
ど
の
ほ
場
も
道
路

と
用
水
路
、
排
水
路
に
面
す
る
よ
う
に

で
き
る
も
の
で
す
。

す
で
に
、菅
国安
地
区
七
分
が
、
五
十
年

度
事
業
と
し
て
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
富
安
、
馬
関
田
、
下
妻
地
区

二
十
五
紗
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
五
月
ま
で
に
終
わ
る
予

定
で
す
。
こ
の
工
事
が
終
わ
る
と
、
下

妻
地
区
四
十
紗
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
と
あ
わ
せ
、
下
要

地
区
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ
と
し
は
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
な

ど
が
で
き
る
予
定
で
す
。

農
村
施
設
総
合
整
備
計
画

国
の
補
助
で
、
農
業
施
設
を

改
善
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で

の
四
カ
年
計
画
で
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
農
協
本
所
と
あ
わ
せ

農
協
本
所
と
あ
わ
せ
、
農
業
総

合
施
設
の
完
成
も
ま
近
か
。

て
上
北
島
に
、
営
農
指
令
室
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
完
成
は
二
月
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
イ
草
乾
燥
、
加
工
施
設
が
四

カ
所
、
ぶ
ど
う
集
荷
場

一
カ
所
、
ぶ
ど

う
ハ
ウ
ス
だ
な
四
カ
所
が
二
月
ま
で
に

で
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
イ
草
加
工
、

乾
燥
施
設
が

一
カ
所
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

道

路

改

良

筑
後
市
に
と

っ
て
、
校
舎
改

築
と
同
様
、
道
路
改
良
は
重
点
事
業
に

な
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
な

か
で
、
事
業
量
を
落
さ
な
い
よ
う
に
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
で
火
葬
場
付
近
か
ら
、
濤
口
町
北

側
を
抜
け
る
溝
ロ
バ
イ
パ
ス

（通
称
）

が
で
き
ま
す
。

用
地
買
収
は
す
で
に
終
り
、
工
事
に

と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
幅
は
、
八

・
二
五
材

（う
ち

一
・
五
材
は
歩
道
）
で
、
長
さ
は
約

一

∫
材
で
す
。

国
道
二
〇
九

号
線
の
交
通
状

態
は
、
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
国
道
二
〇

九
号
線
の
バ
イ
パ
ス
（筑
後
バ
イ
パ
ス
）

計
画
も
こ
と
し
は
、
建
設
省
な
ど
に
よ

り
地
飯
説
明
会
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
議
会
で
も
め
た
西
牟
田
小
改
築
も
急

ビ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

策
を
推
進
し
、
市
民
生
活
と
福
祉
の

増
進
を
図
り
、
住
み
よ
い
豊
か
な
御

づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
目
的
達
成

の
た
め
、
皆
様
と
と
も
に
こ
の
難
局

を
の
り
こ
え
、
も

っ
て
将
来
の
展
望

を
切
り
開
い
て
ま
い
り
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

何
と
ぞ
皆
様
の
相
変
ら
ぬ
ご
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

終
り
に
の
ぞ
み
、
私
ご
と
な
が
ら

な
が
い
間
療
養
生
活
を
い
た
し
、
市

民
各
位
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
市
民
皆
様
の
ご

多
幸
と
ご
発
展
を
衷
心
よ
り
、
お
祈

り
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

一印円躙田四阿旧円一川潮鞭劇女ノ瑚

業
高
校
前
を
と
お
っ
て
い
る
県
道
筑
後

城
島
線
ま
で
の
九
百
十
三
材
の
側
溝
取

付
工
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
二
月
ま
で

に
は
、
舗
装
も
終
わ
り
、
ほ
ぼ
完
成
す

る
見
込
で
す
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
北
へ
道
を
伸
ば
す

た
め
、
窓
ガ
原
を
抜
け
、
自
動
車
試
験

場
へ
通
じ
る
道
ま
で
の
用
地
買
収
に
と

り
か
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
道
の
南
側
、
市
立
病
院

か
ら
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ま
で
の
県
道

筑
後
―
柳
川
線
の
拡
幅
工
事
が
県
の
事

業
で
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
用
地
買
収
も

ほ
ぼ
終
わ
り
、
現
在
の
五
材
幅
か
ら
十

二
♯
へ
と
工
事
は
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

溝

ロ

バ

イ

パ

ス

溝
口
町
の

な
か
を
通
る

県
道
が
混
雑
し
は
じ
め
た
の
で
、
県
の

国
道
バ

イ
パ

ス
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二
十
五
回
国
の
衆
議
院
議
員
選
挙
が

十
二
月
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
背
景
に
行
な
わ

れ
た
今
回
の
選
挙
は
、
新
聞
な
ど
で
ご

存
知
の
と
お
り
、
白
民
党
、
共
産
党
の

衰
退
、
公
明
、
民
社
そ
し
て
新
白
出
ク

ラ
ブ
の
進
出
、
社
会
党
の
現
状
維
持
と

い
う
大
き
な
変
動
を
招
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
市
内
で
の
選
挙
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

五
日
現
在
の
市
の
有
権
者
数
は
二
万

七
千
六
百
七
十
四
人
で
、
投
票
し
た
の

は
二
万
三
百
六
十
七
人

（七
三

。
二
三

帯
）
で
し
た
。

こ
れ
は
、
前
回
の
総
選
挙

（四
十
七

年
十
二
月
）
の
七
八
・
八
八
帯
と
比
べ

る
と
、
五

・
六
五
帯
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
平
均
よ
り
も
下
廻
っ

て
い
る
数
字
で
す
。

っ
た
衆
議
院
選
挙

回
よ
り
５

・
６
％
減
る

こ
の
よ
う
に
、
福
岡
県
第
二
区
の
投

票
率
が
下
廻
っ
た
の
は
、
第
二
区
の
選

挙
が
立
候
補
届
け
日
前
に
な
っ
て
、
予

定
さ
れ
て
い
た
立
候
補
者
が
辞
退
を
し

た
た
め
、
い
わ
ば

ン
無
風
状
態
″
に
な

り
、
投
票
へ
の
関
心
が
低
く
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
の
得
票
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

（○
印
は
当
選
者
　
カ
ッ

コ
内
は
二
区
全
体
の
得
票
数
）

こ
れ
を
政
党
ご
と
に
み
る
と
、
自
民

党

（系
）
が
二
二
。
一
イ
で
九

・
六
甘

減
り
、
社
会
党
が
二
一
・
八
四
■
で
Ｏ

・
九
■
、
公
明
党
が

一
九

・
五
九
イ
で

四
ｏ
四
イ
、
共
産
党
が
七
・
四

一
帯
で

三

。
一
帯
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
、
民
社
党
は

前
回
と
変
わ
ら
ず

一
九
。
一
帯
で
し
た

自
民
党
の
減
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う

に
、
選
挙
真
近
か
に
な
っ
て
予
定
し
た

候
補
者
が
群
退
し
た
た
め
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

共
産
党
の
の
び
は
、
全
国
的
な
傾
向

と
逆
の
結
果
が
で
ま
し
た
が
、
松
石
氏

個
人
の
得
票
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
民
票

は
実
際

住
ん
で
い
る
所
に

投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

こ
ん
ど
の
選
挙
で
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
り
な
が
ら
、
居
住
し
な
か
っ
た
た

め
、
投
票
が
で
き
な
か
っ
た
、
い
わ
ば

″
ゆ
う
れ
い
有
権
者
″
が
十
五
人
も
い

ま
し
た
。
こ
の
全
部
が
大
学
生
で
す
。

こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十

一
年

十
二
月
六
日
以
前
に
生
ま
れ
、
昨
年
の

八
月
十
四
日
ま
で
に
筑
後
市
に
転
人
届

け
を
済
ま
せ
、
ず

っ
と
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
が
、
市
内
の
投
票
所
で
投
票
で

き
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
住
民
票
を

移
動
せ
ず
に
東
京
な
ど
の
大
学
に
行

っ

た
学
生
は
、
選
挙
権
が
あ
り
な
が
ら
、

投
票
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
す
。

保
護
者
に
は
、
住
民
票
を
移
せ
ば
、

税
金
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と

心
配
し
て
い
る
人
が
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
税
金
で
は
住
民
票
を
移

し
て
も
、
学
生
の
よ
う
に
仕
送
り
を
し

て
実
際
に
扶
養
し
て
い
れ
ば
、
扶
養
家

族
と
し
て
、所
得
か
ら
整
除
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
す
が
、
市
外
に
移
動
す
る
と
き
は
必

ら
ず
住
民
票
も
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
た

い
せ
つ
な
選
挙
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

筑 後 市 で の 得 票 数

○ほそや治嘉  (社前)4,316(77,353)

○ごんどう恒夫 (公新)3,872(75,769)

O稲富稜人  (民前)3,765(74,791)

C)111山奇平/＼貞Б  (自 前)3,654(87,141)

○なら橋 進  (自前)2,693(74,845)

松石秀介  (共新)1,464(36,893)

第
十
三
固
定
例
市
議
会
は
、
十
二

月
十
七
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
は
、
監
査
委
員
の

選
任
の
ほ
か
、
市
職
員
の
給
与
改
正

な
ど
十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
案
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

レ
監
査
委
員
に
、
近
本
喜
続
さ
ん

（

５８
歳
村
志
　
在
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
。

経
歴
に
つ
い
て
は
後
述

０
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を

一
部
改
正
し
た
。

平
均
五

・
九
五
■
の
引
き
あ
げ

の
五
十

一
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予

算

一
億
五
千
七
百
八
十

一
万
七
千
円

を
認
め
、
総
額
四
十
六
億
四
千
四
百

八
十
九
万
円
と
し
た
。

『
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
千
八
百
二
万
七
千
円
を
認
め
た
。

つ
筑
後
市
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
四
千
四
百
四
十
九
万
五
千
円
を
認

め
た
。

レ
五
十
年
度
筑
後
市
歳
入
歳
出
の
決

算
を
認
め
た
。

（決
算
内
容
は
、
各

世
帯
に
財
政
公
表
を
今
月
中
に
配
る

の
で
省
略
）

『
西
牟
田
小
学
校
の
増
改
築
工
事
の

工
事
請
負
契
約
を
大
坪
建
設
と
締
結

し
た
。

以
公
平
委
員
会
の
委
員
に
、
村
上
安

正
さ
ん

（５２
歳
＝
福
岡
市
在
）
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

な
お
、
二
月
議
会
か
ら
継
続
審
議

に
な

っ
て
い
た
工
場
設
置
奨
励
条
例

の
廃
止
は
、
議
案
撤
回
し
た
。

ま
た
、

「
新
溝
区
内
の
市
道
改
良

舗
装
」

（田
中
円
二
郎
、
田
中
美
代

治
請
願
）
、

「
小
学
校
設
置
」

（原

善

一
請
願
）
、

「
野
町
区
内
拡
幅
舗

装
」

（秋
山
恒
雄
請
願
）
、

「
市
道

路
舗
装
」
（角
和
雄
請
願
）
、
「
水
利

施
設
長
須
た
め
池
提
防
補
強
工
事
」

（田
村
猛
請
願
）
、

「
市
道
天
神
々

社
前
の
舗
装
」

（中
尾
繁
請
願
）
、

「
市
道
蔵
数
、
若
菜
線
の
側
濤
改
修
」

（中
尾
繁
請
願
）
な
ど
の
請
願
は
、

そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
近
本
さ
ん

近
本
喜
続

（よ
し
つ
ぐ
）
監
査
委

員
は
、
五
十
八
歳
で
志
四
六
一
番
地

在
。昭
和
十
七
年
早
稲
田
大
学
法
学
部

を
卒
業
。
熊
本
国
税
局
に
就
職
、
福

岡
、
大
牟
田
税
務
署
な
ど
を
歴
任
。

昭
和
五
十

一
年
退
職
、
現
在
、
税

理
士
業
秘
開
業
。

西牟田小改築工事

などきまる

―-12月 定例市議会
―
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振
動
規
待u
法
で
き
る

昨
年
の
十
二
月

一
日
か
ら
、　
″
振

動
規
制
法
″
と
い
う
法
律
が
で
き
、

工
場
や
建
設
工
事
の
振
動
、
道
路
交

通
の
振
動
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

い
ま
法
律
で
公
害
と
し
て
き
め
ら

れ
て
い
る
の
に
は
、
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
騒
音
、
振
動

地
盤
沈
下
、
そ
し
て
悪
臭
の
七
種
類

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
害
の
中
で
、
規
制
の
法
律

が
な
か
っ
た
の
は
振
動
だ
け
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
で
全
て
の
公
害
に
規

制
の
法
律
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ
の
振
動
規
制
法
の
内
容
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

県
と
市
で
は
、
住
居
が
集
っ
て
い

る
地
域
、
病
院
や
学
校
の
周
辺
の
地

域
な
ど
生
活
環
境
保
全
の
必
要
が
あ

る
地
域
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
の
決
め
た
地
域
内
の
工
場
や
建

設
工
事
の
振
動
が
基
準
を
こ
え
る
と

き
は
、
改
善
の
勧
告
、
命
令
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
道
路
交
通
振
動
が
限
度
を

こ
え
る
と
き
は
、
道
路
管
理
者
に
振

動
防
止
の
た
め
の
措
置
が
要
請
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
規
制
に
な
る
の
は
、

①
金
属
加
工
機
械
　
②
圧
縮
機
　
③

破
砕
機
　
①
織
機
　
⑥
コ
レ
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
　
⑥
木
材
加
工

機
　
①
印
刷
機
械
な
ど
の
機
械
と
、

①
く
い
打
ち
機
作
業
　
②
建
築
物
破

壊
作
業
　
③
舗
補
版
破
砕
機
の
使
用

作
業
　
④
ブ
レ
ー
カ
ー
使
用
作
業
な

ど
の
建
設
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

規
制
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
内

に
こ
れ
ら
の
機
械
を
持
っ
て
い
る
事

業
所
や
作
業
を
す
る
と
き
は
、
事
前

に
市
に
届
け
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
基
準
に
あ
う
よ
う
対
策
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
法
律
は
、
先
に
も
い
っ
た
よ

う
に
十
二
月

一
日
か
ら
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
地
域
を
指
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
質
的
に

適
用
に
な
る
の
は
、
も
っ
と
先
に
な

る
で
し
ょ
う
。

卒

業
シ
ー
ズ．
ン
を
前
に
、
い
ま
就

職
試
験
た
け
な
わ
と
い
っ
た
感

じ
で
す
が
、
経
済
は
不
況
で
、
今
春
卒

業
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
き
び
し
い

門
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
部
落
差
別
に
は
、
就
職

差
別
が
残
っ
て
い
ま
す
。

被
差
別
部
落
出
身
の
子
ど
も
た
ち
が

因
難
な
諸
条
件
を
克
服
し
て
、
や
っ
と

高
校
を
卒
業
し
、
就
職
の
段
階
で
筆
記

試
験
に
は
合
格
し
た
が
、
応
募
書
類
や

身
元
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
採
用
に

な
っ
た
と
い
う
差
別
事
件
が
、
最
近
、

八
女
郡
内
で
も
起
き
て
い
ま
す
。

先
月
掲
載
し
た
戸
籍
と
同
様
、
就
職

試
験
願
書
に
よ
つ
て
も
差
別
事
件
が
起

き
て
い
た
の
で
す
。

と
く
に
、
こ
う
し
た
部
落
差
別
は
、

不
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
多
く
な
り

ま
す
。
い
わ
ば
、
被
差
別
部
落
出
身
者

に
と
っ
て
は
二
重
苦
の
差
別
が
あ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
、
就
職
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
願
書
と
部
落
差
別
に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

般
的
な
事
業
所
の
就
職
試
験
願

書
に
は
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
住
所
、
本
籍
、
家
族
構
成

（氏

名
、
続
柄
、
生
年
月
日
．勤
務
先
な
ど
）

学
歴
、
職
歴
な
ど
を
書
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

差
別
は
、
本
籍
地
、
親
の
職
業
、
学

歴
、
職
歴
な
ど
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま

す
。は
た
し
て
、
願
書
に
こ
れ
だ
け
の
こ

と
を
書
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

ま
ず
本
籍
…
…
先
月
で
も
お
し
ら
せ

し
た
よ
う
に
、
本
籍
を
も
と
に
、
被
差

別
部
落
出
身
で
あ
る
か
を
あ
ば
い
て
い

た
の
で
す
。

ま
た
親
の
職
業
…
…
親
の
職
業
に
よ

っ
て
不
採
用
に
な
る
の
は
、
第

一
不
合

理
で
す
。

と
く
に
被
差
別
部
落
に
と
っ
て
、
こ

う
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ

に
、
職
業
は
、
社
会
的
に
制
約
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。

も
し
、
親
の
職
業
な
ど
が
必
要
だ
と

す
る
の
は
、
扶
養
家
族
の
認
定
の
と
き

で
す
。
で
す
か
ら
、
採
用
後
の
調
査
で

よ
い
は
ず
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
半
歴
や
職
歴
で
も
同

じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

同
和
対
策
特
別
措
置
法
が
で
き
、
奨

学
資
金
制
度
が
で
き
た
の
で
、
い
ま
は

進
学
率
も
か
な
り
良
く
な
り
ま
し
た
が

被
差
別
部
落
の
進
学
率
は
、
社
会
的
な

経
済
の
制
約
の
な
か
で
、
低
か
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
同
対
策
の
答
申

で
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
住
ん
で
い
る
所
の

付
近
の
見
取
り
図
ま
で
書
か
せ
て
い
る

事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
明
ら

か
に
身
元
調
査
を
し
よ
う
と
す
る
表
わ

れ
で
す
。の
よ
う
に
、
就
職
の
た
め
に
提

出
す
る
顧
書
が
、
直
接
試
験
と

関
係
の
な
い
事
項
を
書
き
、
被
差
別
部

落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
あ
ば
き
、
不
採

用
と
い
う
部
落
差
別
を
起
こ
し
て
い
た

の
で
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
が
、
昨
年
七
月
に
市

内
の
企
業
が
購
入
し
た

″
被
差
別
部
落

地
名
総
鑑
″
と
い
う
差
別
文
書
を
発
行

さ
せ
る
企
業
を
も
生
み
だ
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
最
近
で
は

「
木
籍
地
は
県
名

だ
け

（市
町
村
、
番
地
は
除
く
）
、
親

の
職
業
や
学
歴
、
本
人
の
支
援
政
党
」

な
ど
、
本
人
の
適
性
や
能
力
、
実
力
に

関
係
が
な
い
こ
と
は
記
入
し
な
い
統

一

応
募
書
類
を
使
う
よ
う
、
職
業
安
定
所

で
は
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
で
も
、
三
年
生
全
生
徒

に
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
は
書
か
な
い
様

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
完
全
に
市
内
の
事
業

所
全
体
に
ゆ
き
渡
っ
て
い
な
い
様
で
す

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
も
自
分
の
事

業
所
の
願
書
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

ンi,―ゴ・ >ムおなみt斗う範弟差留,J

統一応募書類に切替ぇょぅ

就 職 試 験 願 書 と 部 落 差 別
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有 放 の ど自 慢 大 会 放稼ζ詈層
大会が、19自 市民会館でひらかれた。 〔写

真①〕

この大会は、農協が、有線放送の正月番

組用にと企画したもので、5歳の坊やから

74歳のおじいさんまでの78人が参加し、日

頃の自慢ののどを競つた。

バンドとステージでうたうのは、はじめ

てという人が多くあがりっぱなし。

それるも地元の「ガラバレーヨッ」とい

う応援に、折からの寒さも吹きとぶほどの

楽しさだうた。入賞者はつぎのとおり。

最優秀賞=田中順― (新濤)、 優秀賞=

村上房子 (津島西)、 井口政治 (下妻)、

優賞=江崎智子 (島日)、 貝田隆義 (下富

久)

手 話 奉 仕 員 誕 生 の皇塾曇愚
会も12月 で終了し、たくさんの手話奉仕員

が誕生した。

はじめ、筆談でしか話せなかつた人たち

も、いまでは手話で自由に話せるようにな

つていた。閉講式は、障害者も受講生もみ

んなそろつてのクリスマスパーテイー。

手語を使ってのゲームゃうたで楽しさい

っばいだった。

成人式 にはハデな

服装 はやめて

15日午前9時30分から市民会

館でひらきます。

アンケートは忘れず書きましょ

う。

(6)
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パ
ド
くヽ
ン
ト
ン
教

室
を
開
き
ま
す

社
会
教
育
課
で
は
、

一
月
二
十
二
日

か
ら
二
月
二
十
日
ま
で
の
、
毎
週
日
曜

日
の
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
い
窓

ガ
原
の
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で

ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
″
を
ひ
ら
き
ま

す
。参
加
し
た
い
人
は
、
直
接
会
場
へ
き

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
す
る
と
き
は
、
シ
ュ
ー

ズ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（用
具
は

不
要
）
く
わ
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

小
学
校

へ
入
学
す

る
子
の
健
康
診
断

ｔ
と
し
市
内
の
小
辛
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
の
健
康
診
断
を
つ
ぎ
の
と
お
り

し
ま
す
。

西
牟
田
小
学
校

筑
後
小
学
校

松
原
小
学
校

吉
川
小
学
校

音
島
小
半
校

　

・

羽
犬
塚
小
学
校

水
洗
小
学
校

下
妻
小
学
校

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐８
日
　
市
内
全
域
を
中
央
公
民
館
で

対
象
は
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四
十

八
カ
月
ま
で
に
、

一
期
と
二
期
が
す
ん

で
い
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。

▽
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
母
子
手
帳

に
添
付
し
て
い
る
″
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
関
診
票
″
に
記
入
、

押
印
し
て
受
付
け
に
提
出
し
て
く
だ
さ

二
級

技
能

士

の

通
信
受
講
生
募
集

職
業
訓
練
大
学
で
は
、
二
級
技
能
士

訓
練
課
程
通
信
講
座
の
受
講
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
募
集
科
〕
機
械
、
仕
上
げ
〔
機
械
製

醸
、
機
械
検
査
、
時
計
修
理
Ａ
鋳
鉄
鋳

物
、
鋳
鋼
鋳
物
、
鉄
鋼
熱
処
理
、
木
型

回
転
電
機
組
立
て
、
製
か
ん
、
板
金
、

金
属
塗
装
、
電
気
メ
ッ
キ
、
建
築
、
ブ

ロ
ッ
ク
建
築
、
と
び
、
左
宮
、
タ
イ
ル

張
り
、
建
築
塗
装
、
配
管
、
建
具
、
家

具
木
工
、
広
告
美
術
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
、
凸
版
印
刷
、
活
版
製
版
、
横
編
み

メ
リ
ヤ
ス
、
洋
服

〔
資
格
〕
実
務
経
験

が
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
受
講
で
き
る
。

学
歴
、
年
齢
、
性
別
は
不
間

〔
期
間
〕

一
カ
年
（
い
つ
か
ら
で
も
受
講
で
き
る
）

〔
受
講
料
〕
五
千
円

〔
申
込
み
〕
小
倉

総
合
、飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
へ
０

26 25 21 20 19 14 13 12
日 日 日 日 日 日 口 国

水
田
小
学
校
・　
　
２７
日

二
川
小
半
校
　
　
　
２８
日

▽
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
宰
校
で
、
時

間
は
年
後

一
時
三
十
分
か
ら
で
す
。

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
通
知
を
送
っ

て
い
ま
す
の
で
（
指
定
さ
れ
た
場
所

（

学
校
）
で
必
ら
す
う
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
断
を
う
け
る
と
き
は
、
熱

を
計

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

」
‐‐

一”

一
ｐ

一沖

一
眸

一‐ 行
‥ 一‐ 事
‐・・・．．

ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
予

な
お
、
間
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
人

は
印
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

一
輔
単
衛
舛
胸
州
剤
囃
郭
♯
翔
鶏
↑
一

許亀

ぎ
0

キω卜
Tと
'こ

ラ豆「
'

今
月
は
６
、１３
■
２０
、
２７
日
で
す

― ユ卒60々 ″=

繊 9遇日の

菊 ■1漂砕牛ヨ企つ`ち

ぢ芥山
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四
月
か
ら
保
育
所

に
お
子
さ
ん
を
入
れ

た
い
人

（現
在
入
れ

て
い
て
、
引
き
続
き

入
れ
た
い
人
も
）
は

十
七
日
か
ら
三
十

一

日
ま
で
に
、
福
祉
事

務
所
庶
務
係
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
用
紙
は
同
係
に
ぁ
り
ま
す

■
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
お
子
さ
ん

は
、
そ
の
家
庭
が
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
で
す
。

ω
両
親
と
も
勤
め
て
い
る
　
②
家
庭

菌
に
仕
事
（自
家
営
業
）が
あ
る
　
０

母
親
か
父
親
が
い
な
い
　
い
母
親
が

出
産
ま
た
は
病
気
　
⑬
家
庭
内
に
病

人
が
い
て
母
親
が
看
病
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
て
も
、
両
親
以
外
の
人
が
子
ど
も

の
め
ん
ど
う
を
み
れ
る
と
き
は
、
入

所
で
き
ま
せ
ん
。

日
入
所
で
き
る
保
育
所
は
つ
ぎ
の
十

三
カ
所
で
す
。

桜
保
育
所
、
筑
後
保
育
園
、
宗
岳

寺
保
育
所
、
椋
の
実
保
育
園
、
徳
随

寺
保
育
園
、
船
小
屋
保
育
園
、
水
田

幼
児
園
、
二
川
保
育
園
、
吉
川
保
育

園
、
楠
の
実
保
育
園
、
三
島
保
育
園

あ
さ
ひ
保
育
園

（和
泉
西
に
新
設
）

ひ
か
り
保
育
園

（大
和
に
新
設
）

■
筑
後
児
童
館
（四
、
五
歳
児
の
み
）

に
入
り
た
い
人
も
、
同
係
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
福
祉
事

務
所
庶
務
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

保育所の入所申込み

17日から福祉事務所で

重
度
心
身
障
害

者
に
見
舞
い
金

今
月
中
に
手
続
き
を

重
度
心
身
障
害
者
は
、
市
か
ら
見
舞

金
が
貰
え
ま
す
。

見
舞
金
は
二
千
円
で
す
が
、
貰
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住
む
十
八

歳
以
上
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
度
心
身
障

害
者
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
証
明
す

る
書
類

（手
帳
な
ど
）
と
印
か
ん
を
持

っ
て
福
祉
事
務
所
で
一
月
二
十

一
日
ま

に

「
福
岡
県
の
最
低
賃
金
」
が
き
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
働
ら
く
人
た
ら
の
賃
金
の

最
低
保
障
で
す
。
こ
の
た
め
、
県
内
の

全
事
業
所
は
、
こ
の
金
額
よ
り
低
い
賃

金
で
労
働
者
を
雇
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。も
し
、
こ
れ
以
下
の
賃
金
で
雇
わ
れ

て
い
る
人
は
、
八
女
労
働
基
準
監
督
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

卸
売
業

。
小
売
業
＝
一
日
二
、　
一
九
〇

円
、
パ
ー
ト
一
時
間
二
七
四
円

出
版

。
印
刷

。
同
関
連
産
業
＝
一
日
二

四
四
〇
円
、
パ
ー
ト
一
時
間
三
〇
五
円

（た
だ
し
、
①
雇
入
れ
後
六
カ
月
未
満

の
技
能
習
得
中
の
人
　
②
清
掃
、
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
軽
易
な
業
務
従
事
者

は
一
日
二
、
二
〇
〇
円
、
パ
ー
ト

一
時

間
一一七
五
円
）

家
具
装
備
品
製
造
業
Ｈ
一
日
二
、
三
四

〇
円
、
パ
ー
ト
一
時
間
二
八
〇
円

木
材

・
木
製
品
製
造
業
＝
一
日
二
、
三

九
〇
円
、
パ
ー
ト
一
時
間
二
九
九
円

（た
だ
し
、
清
掃
片
付
け
、
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
軽
易
な
業
務
従
事
者
は
一

日
二
、
二
四
〇
円
、
パ
ー
ト
一
時
間
二

八
〇
円
）

繊
維
産
業
＝
一
日
二
、
二
七
〇
円
、
パ

ー
ト

一
時
間
二
八
四
円

（た
だ
し
、
①

ミ
シ
ン
縫
製
工
の
技
能
習
得
中
で
雇
入

れ
後
六
カ
月
未
満
の
人
　
②
糸
巻
き
、

糸
繰
り
、
縫
製
後
の
糸
始
末
、
清
掃
片

付
け
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
軽
易

な
業
務
に
従
事
す
る
人
は
、　
一
日
二
、

〇
四
〇
円
、
パ
ー
ト
一
時
間
二
五
五
円
）

そ
の
他
＝
一
日
二
、
〇
四
〇
円
、
パ
ー

ト

一
時
間
二
五
五
円

な
お
、
こ
の
金
額
に
は
精
皆
勤
手
当

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
八
女
労
働
基
準
監
督

署
へ
ｃ

11月 の人の動き ―

出 生   57人
死 亡   26人
世帯数  9,661戸
人口計 40,179人
(先月より 67人増)

男  19,171人
女  21,008人
住民基本
‐
台中長から 一

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

欧
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
た
人
で
、

一
級
か
二
級
の
人

姶
療
育
手
帳
を
持
っ
た
人
、
ま
た
は
重

度
の
精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ
た
人

レ
原
爆
被
爆
者
で
特
別
手
当
ま
た
は
健

康
管
理
手
当
を
貰
っ
て
い
る
人

『
ス
モ
ン
病
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
な
ど

の
難
病
者

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
ヘ

県

の
業

種

別

最

低

賃

金

き

ま

る

十
二
月
二
十
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う

正 月 用 の 料 理 講 習 会
人票関

家栽培の野菜や鶏肉を利用して、正月用料

理を作ろうと、各地区公民館で、料理講習

会を開いた。

献立ては、野菜の巻きあげやカブの甘酢

づけ、レモンヵップ、水菓子など子どもか

らおとしよりまで楽しめるもの。

講習会は好評で、3+日 お母さんたちが集

まり、共同で正月料理を作る地域もできた

ほどだった。

400年伝わるキセルまつりをキゼ雛
たばこを吸い、おこわを食べるといった、

変わったお祭りが13日 溝口町の平田敏弘さ

ん方で行なわれた。 〔写真②〕

この祭りは、いまから400年前濤口城が

肥前の龍造寺に攻められ、落城し、城主の

溝田正重らが、裏の竹ヤブに逃げ込み、竹

筒でキセルを作り、たばこを吸い、おこわ

を食べ、穏んでいたのをしのんだもの。

この日は、座元の平田さん宅に地域の人

たちが集まり、矢部サIIで清めた男性で、お

こわが炊かれ、それを食べながら、かつて

の城主たちをしのんだ。

(7)
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家庭と生活

随 励 れ 1

朗
彿
る
②

バ
ス
停
西
側
）
に
、
大
堤
、
中
堤
、
楽
満

（ら

く
ま
ん
）
堤
、
そ
し
て
新
堤
の
四
カ
所
の
堤
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
堤
は
、
い
ず
れ
も
大
字
蔵
数

（蔵
数
、
赤
坂
）
が
所
有
す
る
も
の
で
す
。

．　
こ
の
四
カ
所
の
堤
の
水
で
大
字
蔵
数
の
水
田

約
二
十
分
を
潤
し
て
い
ま
す
。

こ
の
堤
は
い
ず
れ
も
自
然
水
を
貯
え
て
い
る

の
で
す
が
、
大
き
な
川
が
な
い
蔵
数
に
と
っ
て

こ
の
堤
は
唯

一
の
水
源
な
の
で
す
。

当
時
の
偉
大
さ
に
は
感
心
し
ま
す
。

の
水
は
、
年
末
に
一
回
、
完
全
に
落
と

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
魚
と
り

を
区
民
総
出
で
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

水
は
、
堤
の
底
に
水
引
き
口
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
落
と
さ
れ
ま
す
。

水
を
落
と
す
役
目
は
、　
ク
水
引
き
さ
ん
″
の

仕
事
で
す
。
水
引
き
さ
ん
は
蔵
数
の
幹
部
の
人

た
ち
が
集
っ
て
決
め
て
い
ま
し
た
。

年
末
に
水
を
落
と
さ
れ
た
堤
は
、
正
月
か
ら

ま
た
貯
め
ら
れ
ま
す
が
、
水
田
に
水
を
落
と
す

時
期
は
、
水
引
き
さ
ん
に

一
任
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
平
ば
つ
な
ど
非
常
事
態
の

と
き
は
、幹
部
と
協
議
し
て
決
め
て
い
ま
し
た
。

水
引
き
口
に
は
、
た
て
せ
ん
と
向
こ
う
せ
ん

の
二
種
類
の
せ
ん
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
て
せ
ん
は
、
水
面
ま
で
底
部
か
ら
、
石
で

で
き
た
直
径
五
十
オ
ン材
く
ら
い
の
円
管
が
た
て

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
、
五
十
オン
材
の
間

隔
で
横
穴
が
あ
り
、
松
の
本
の
せ
ん
が
つ
い
て

い
ま
す
。
水
を
落
と
す
と
き
は
、
上
か
ら
順
に

こ
の
せ
ん
を
抜
い
て
、
最
後
に
底
部
の
向
こ
う

せ
ん
を
抜
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
水
に
吸
い
こ
ま
れ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
水
引
き
さ
ん
は
、
泳

ぎ
が
達
者
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
て
せ
ん
は
、
水
の
中
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
た
て
せ
ん
は
、
堤
防
に
そ
っ
て
な
な
め
に
つ

け
ら
れ
た

ン
は
え
せ
ん
″
に
変
わ
り
、
水
の
中

に
入
ら
な
い
で
よ
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
こ
の
稿
は
、
中
村
喜
三
郎
さ
ん

（赤
坂
）
の

協
力
を
得
ま
し
た
〕

お
酒
の
じ
●
９

ず

な
飲

み
方

お
酒
が
好
き
な
人
に
は
、
耳
が
痛
い

話
で
す
が
、
お
酒
は
飲
み
方
し
だ
い
で

楽
に
な
れ
ば
、
毒
に
も
な
り
ま
す
。

◇
食
べ
な
が
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
に
対
す
る
肝
臓
の
負
担
を
軽
く

し
ま
す
。

レ
濃
い
酒
は
う
す
め
て
飲
み
ま
し
ょ
う

ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
酒
は
、
慢
性
胃

炎
や
胃
か
い
よ
う
に
な
り
や
す
く
、
肝

臓
の
抵
抗
力
を
減
ら
し
ま
す
。

以
飲
む
時
間
と
飲
む
量
を
き
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

二
日
酔
い
を
な
お
す
に
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
を
早
く
体
外
に
排
出
す
る
よ
う
水

分
を
多
く
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
果
物
や
は
ら
み
つ
、

砂
糖
水
を
と
る
こ
と
で
す
。
昔
か
ら
酔

い
ざ
ま
し
に
柿
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

る
の
は
こ
の
こ
と
で
す
。
ま
た
ビ
λ
ミ

ン
剤
を
飲
む
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

三
百
五
十
年
前
）
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

堤
の
構
造
は
、
い
ず
れ
も
谷

（く
ば
み
）
を

せ
き
と
め
て
で
き
て
い
ま
す
。
せ
き
と
め
た
堤

防
は
、
中
心
を
は
が
ね
と
呼
ば
れ
る
粘
上
で
か

た
め
、
水
が
漏
ら
ぬ
よ
う
に
し
、
そ
の
ま
わ
り

を
上
で
も
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
正
法
は
広
川
ダ
ム
と
同
じ
だ
そ
う
で
す

石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
わ
ず
、
四
百
年
も

災
害
な
し
に
∫
て
て
い
る
こ
の
工
法
を
考
え
た

ギ
」
Ч

の
堤
が
、
い
つ
頃
で
き
た
の
か
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、
田
中
吉
政
時
代

（約

市

内
大
字
蔵

数

（赤
坂

4堤が30餅の水田を潤す
―蔵数の大長、中堤など一

〔児童向〕 ③山中恒「赤毛のポテ」
0セ ンダック「かいじゅうたちのい

るところJ a谷川俊太郎「ことば
あそびうた」 ⑫松谷みよこ「里い

ちょう」 @小林実「かみひこうき」
団甲斐信枝「ざっそう」 ⑬斉藤隆

介「立ってみなさい」 @寺林l暉夫
「おにの赤べえ」 §練鳩十「キリ
ンの詩」 @イ ートン「ガンジー伝」

〔一般向〕 醗広田尚敬「日本の私

鉄 I ローカル編」 団小泉タユ「
届かなかった手紙」 §岩本常丸「
小説複合汚染への反証」 団西日本
新聞社刊「九州沖縄の生き物たち第

2集」 OJ・ アダムソン「エルザ

全 3巻」 ⑮植金千秋「華中戦記」
0北社夫「 どくとるマンボウ追想記」

∧∧∧ぺ∧ぺ△∧
スポーツだより
▽∨∨▽▽∨∨∨

■少年剣道大会三19日 古島小学校で

市内の 8カ所のスポーツ少年団から

160人の豆剣士が参加し、元気いっ

ぱいひらかれた。

〔国体の部〕①水洗 ②筑後 ③羽
犬塚、下要

〔個人の部〕①坂田智寛(水洗 6年 )

②江口光 (二川 5年) ③渡辺修 (
筑後 6年)(池上善晴 (水洗 5年 )
■事業所バレーボール大会=12日 八

女工業体育館と勤労少年体育センタ

ーで、市内の事業所などから11テ ー

ムが参力耐しひらかれた。

〔男子の部〕①筑後クラブ ②ロッ
テ ②八女高、市農協
〔女子の部〕①筑後ママクラブ ②
青年サークル ③市農協

一一一一一一一一一一一

堤

(3)


